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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】外部から加わる衝撃の向きによらず収容物を緩
衝的に保護することができ、組み立ても容易な緩衝仕切
り付き包装用箱を提供する。
【解決手段】緩衝仕切り付き包装用箱は、１枚の箱体形
成片１２から組み立てられ、順に連接された第一側面板
１４、背面板１６、第二側面板１８及び正面板６０が矩
形の外側筒状体を形成する。外側筒状体の上側及び下側
開口部を、上蓋片４４、下蓋片５２、フラップ２８，３
２，４０で閉じる。外側筒状体の内側に、正面板６０の
端辺から順に連接された第一糊付板７６、背面仕切板６
４、第二仕切板６６、正面仕切板６８、第一仕切板７０
及び第二糊付板７２が、矩形の収容部を形成する。収容
部の上側及び下側開口部を横切るように、緩衝片８８，
９２が位置する。収容部には収容物が収容され、収容物
の上下端部を緩衝片８８，９２によって緩衝的に係止す
る。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一枚のブランクシートから一体的に打ち抜かれた箱体形成片から成り、前記箱体形成片
には、第一側面板、背面板、第二側面板、正面板が順に互いに平行な折罫線を介して連接
され、この連接方向に対して直角な所定の端部に上蓋及び下蓋を成す端面部材が延設され
、前記箱体形成片を組み立てた状態で、前記第一側面板、前記背面板、前記第二側面板及
び前記正面板が矩形の外側筒状体を形成し、その上側及び下側開口部が前記上蓋及び下蓋
により各々閉じられて成る緩衝仕切り付き包装用箱において、
　前記正面板の連接方向の端部には、折罫線を介して第一糊付板、背面仕切板、第二仕切
板、正面仕切板、第一仕切板及び第二糊付板が順に連接され、
　前記第一糊付板は、連接方向長さが前記第一側面板の連接方向長さよりも短く、前記背
面仕切板との境界が、前記正面板の連接方向の端辺と平行な第一折罫線で区切られ、
　前記背面仕切板は、連接方向長さが前記背面板の連接方向長さよりも短く、前記第二仕
切板との境界が、前記第一折罫線と平行な第二折罫線で区切られ、
　前記第二仕切板は、連接方向長さが前記第二側面板の連接方向長さよりも短く、前記正
面仕切板と境界が、前記第二折罫線と平行な第三折罫線で区切られ、
　前記正面仕切板は、連接方向長さが前記背面仕切板の連接方向長さよりも短く、前記第
一仕切板との境界が、前記第三折罫線と平行な第四折罫線で区切られ、
　前記第一仕切板は、連接方向長さが前記第二仕切板の連接方向長さと等しく、前記第二
糊付板と境界が、前記第四折罫線と平行な第五折罫線で区切られ、
　前記第二糊付板は、連接方向長さが前記正面仕切板の連接方向長さよりも短く設けられ
、
　前記背面仕切板、前記第二仕切板、前記正面仕切板及び前記第一仕切板の連接方向に対
して直角な所定の端部に緩衝部材が延設され、
　前記箱体形成片を組み立てた状態で、
　前記第一糊付板の表面が前記第一側面板の裏面に糊付され、前記正面仕切板の一部であ
って前記第二仕切板から延設された糊付片の表面が前記正面板の裏面に糊付されることに
よって、前記背面仕切板が前記背面板と隙間を空けて対面し保持されると共に、前記第二
仕切板が前記第二側面板と隙間を空けて対面し保持され、
　前記第二糊付板の表面が前記背面仕切板の裏面に糊付されることにより、前記正面仕切
板が前記正面板と隙間を空けて対面し保持される共に、前記第一仕切板が前記第一側面板
と隙間を空けて対面し保持され、
　前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第二仕切板により形成され
た筒状の収容部に収容物が収容され、
　前記緩衝部材は、前記上蓋及び下蓋の内側に収まり、前記収容部の上側及び下側開口部
をそれぞれ横切るように位置し、前記収容物の上下端部を係止することを特徴とする緩衝
仕切り付き包装用箱。
【請求項２】
　前記緩衝部材は、前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第二仕切
板の連接方向に対して直角な所定の一端部に延設された緩衝片であり、
　前記上蓋及び下蓋を閉じた状態で、前記緩衝片の一部が前記上蓋及び下蓋の内側面に係
止される請求項１記載の緩衝仕切り付き包装用箱。
【請求項３】
　前記緩衝部材は、前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第二仕切
板の連接方向に対して直角な所定の端部に延設された緩衝片であり、
　前記緩衝片は、前記収容部の上側及び下側開口部にそれぞれに、互いの先端部が一対に
対向するように設けられ、その先端部同士が互いに係合して前記収容部の上側及び下側開
口部をそれぞれ覆う請求項１記載の緩衝仕切り付き包装用箱。
【請求項４】
　前記緩衝部材は、前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第二仕切
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板の連接方向に対して直角な一端部に延設された内蓋片と、その内蓋片の先端に延設され
た補助緩衝片とで構成され、
　前記上蓋及び下蓋を閉じた状態で、前記内蓋片が前記収容部の上側及び下側開口部をそ
れぞれ塞ぎ、前記補助緩衝片の一部が前記上蓋及び下蓋の内側面に係止されることによっ
て前記内蓋片が保持される請求項１記載の緩衝仕切り付き包装用箱。
【請求項５】
　前記緩衝部材は、前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第二仕切
板の連接方向に対して直角な一端部に延設された内蓋片と、前記上蓋及び下蓋を成す端面
部材の先端に延設された補助緩衝片とで構成され、
　前記上蓋及び下蓋を閉じた状態で、前記内蓋片が前記収容部の上側及び下側開口部をそ
れぞれ塞ぎ、前記補助緩衝片の一部が前記内蓋片に係止されることによって前記内蓋片が
保持される請求項１記載の緩衝仕切り付き包装用箱。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、緩衝用の仕切りで囲まれた収容部が内側に設けられ、瓶などの破損しやす
い収容物を保護する緩衝仕切り付き包装用箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ブランクシートから一体的に打ち抜かれた箱体形成片を折り曲げて糊付けし、ワ
ンタッチで引き起こして組み立てられる包装用箱がある。特に、筒状のガラス瓶等の衝撃
に弱い収容物を包装する包装用箱の場合は、収容物を保持するための緩衝用の仕切りも、
箱体形成片に一体に設けられている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に開示されている包装容器は、正面板、一側面板、背面板、他側面
板が順に連接され、正面板、一側面板、背面板及び他側面板の連接方向に対して直角な所
定の端辺に上下蓋片やフラップが延設され、組み立てた状態で、正面板、一側面板、背面
板及び他側面板が矩形の外周壁を形成し、その上下の両端が上蓋及び下蓋で閉じられる。
さらに、他側面板の連接方向の端辺には、裏正面板、内方一側面板、内方背面板、内方他
側面板、内方正面板、糊代が順に連接され、組み立てた状態で、裏正面板が正面板に貼着
され、糊代が内方側面板に接着されることにより、内方一側面板、内方背面板、内方他側
面板及び内方正面板が矩形の内周壁を形成する。さらに、内方背面板の部分にコの字状の
切れ目が設けられ、組み立てた状態で、コの字状の先端部が切り起こされ背面板の内側面
に貼着されている。すなわち、上記内周壁は、裏正面板と正面板との貼着部分と、内方背
面板の切り起こし先端部と背面板との貼着部分によって周壁に固定される。また、内周壁
の下側部分には、その対角線上の２箇所に所定の切り抜き穴が設けられ、組み立てた状態
で、切り抜き穴の下側部分が内方に折り曲げられ、収容物の下端部を支持するＬ字状の支
持部を形成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－８１２５６号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の包装容器の場合、筒状の収容物の側面を内周壁で四方から囲み、収容物の
下端部を支持部で支持する緩衝構造を備えているが、収容物の上端部は支持されない。従
って、輸送時に外部から衝撃がると、その衝撃の向きによっては収容物の上端部が上蓋に
衝突し、収容物が破損してしまうおそれがあった。
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【０００６】
　この考案は、上記背景技術に鑑みて成されたもので、外部から加わる衝撃の向きによら
ず収容物を緩衝的に保護することができ、組み立ても容易な緩衝仕切り付き包装用箱を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案は、一枚のブランクシートから一体的に打ち抜かれた箱体形成片から成り、前記
箱体形成片には、第一側面板、背面板、第二側面板、正面板が順に互いに平行な折罫線を
介して連接され、この連接方向に対して直角な所定の端部に上蓋及び下蓋を成す端面部材
が延設され、前記箱体形成片を組み立てた状態で、前記第一側面板、前記背面板、前記第
二側面板及び前記正面板が矩形の外側筒状体を形成し、その上側及び下側開口部が前記上
蓋及び下蓋により各々閉じられて成る緩衝仕切り付き包装用箱であって、
前記正面板の連接方向の端部には、折罫線を介して第一糊付板、背面仕切板、第二仕切板
、正面仕切板、第一仕切板及び第二糊付板が順に連接され、前記第一糊付板は、連接方向
長さが前記第一側面板の連接方向長さよりも短く、前記背面仕切板との境界が、前記正面
板の連接方向の端辺と平行な第一折罫線で区切られ、前記背面仕切板は、連接方向長さが
前記背面板の連接方向長さよりも短く、前記第二仕切板との境界が、前記第一折罫線と平
行な第二折罫線で区切られ、前記第二仕切板は、連接方向長さが前記第二側面板の連接方
向長さよりも短く、前記正面仕切板と境界が、前記第二折罫線と平行な第三折罫線で区切
られ、前記正面仕切板は、連接方向長さが前記背面仕切板の連接方向長さよりも短く、前
記第一仕切板との境界が、前記第三折罫線と平行な第四折罫線で区切られ、前記第一仕切
板は、連接方向長さが前記第二仕切板の連接方向長さと等しく、前記第二糊付板と境界が
、前記第四折罫線と平行な第五折罫線で区切られ、前記第二糊付板は、連接方向長さが前
記正面仕切板の連接方向長さよりも短く設けられ、さらに、前記背面仕切板、前記第二仕
切板、前記正面仕切板及び前記第一仕切板の連接方向に対して直角な所定の端部に緩衝部
材が延設され、
前記箱体形成片を組み立てた状態で、前記第一糊付板の表面が前記第一側面板の裏面に糊
付され、前記正面仕切板の一部であって前記第二仕切板から延設された糊付片の表面が前
記正面板の裏面に糊付されることによって、前記背面仕切板が前記背面板と隙間を空けて
対面し保持されると共に、前記第二仕切板が前記第二側面板と隙間を空けて対面し保持さ
れ、前記第二糊付板の表面が前記背面仕切板の裏面に糊付されることにより、前記正面仕
切板が前記正面板と隙間を空けて対面し保持される共に、前記第一仕切板が前記第一側面
板と隙間を空けて対面し保持され、
前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第二仕切板により形成された
筒状の収容部に収容物が収容され前記緩衝部材は、前記上蓋及び下蓋の内側に収まり、前
記収容部の上側及び下側開口部をそれぞれ横切るように位置し、前記収容物の上下端部を
係止する緩衝仕切り付き包装用箱である。
【０００８】
　前記緩衝部材は、前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第二仕切
板の連接方向に対して直角な所定の一端部に延設された緩衝片であり、前記上蓋及び下蓋
を閉じた状態で、前記緩衝片の一部が前記上蓋及び下蓋の内側面に係止される。
【０００９】
　また、前記緩衝部材は、前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第
二仕切板の連接方向に対して直角な所定の端部に延設された緩衝片であり、前記緩衝片は
、前記収容部の上側及び下側開口部にそれぞれに、互いの先端部が一対に対向するように
設けられ、その先端部同士が互いに係合して前記収容部の上側及び下側開口部をそれぞれ
覆う。
【００１０】
　また、緩衝部材は、前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第二仕
切板の連接方向に対して直角な一端部に延設された内蓋片と、その内蓋片の先端に延設さ
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れた補助緩衝片とで構成され、前記上蓋及び下蓋を閉じた状態で、前記内蓋片が前記収容
部の上側及び下側開口部をそれぞれ塞ぎ、前記補助緩衝片の一部が前記上蓋及び下蓋の内
側面に係止されることによって前記内蓋片が保持される。
【００１１】
　また、前記緩衝部材は、前記正面仕切板、前記背面仕切板、前記第一仕切板及び前記第
二仕切板の連接方向に対して直角な一端部に延設された内蓋片と、前記上蓋及び下蓋を成
す端面部材の先端に延設された補助緩衝片とで構成され、前記上蓋及び下蓋を閉じた状態
で、前記内蓋片が前記収容部の上側及び下側開口部をそれぞれ塞ぎ、前記補助緩衝片の一
部が前記内蓋片に係止されることによって前記内蓋片が保持される。
【考案の効果】
【００１２】
　本考案の緩衝仕切り付き包装用箱は、外側筒状体の内側にあって収容物の側面を保持す
る筒状の収容部と、その収容部の上側及び下側開口部に配置され収容物の上下端部を保持
する緩衝部材を有しているので、外部からどの向きに衝撃が加わっても、収容部自体又は
緩衝部材自体の柔軟性によって緩衝されるので、収容物が外側筒状体に接触して破損する
心配がない。
【００１３】
　また、外側筒状体などの外箱部分と緩衝仕切りなどの内箱部分の全てを、１つの箱体形
成片に一体に設けることができるので、工場等における部材管理が容易で、組み立て方法
も簡単である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】この考案の緩衝仕切り付き包装用箱の第一実施形態において、収容部に収容物を
入れる様子を示す斜視図（ａ）、下蓋片を閉じる様子を示す斜視図（ｂ）である。
【図２】第一実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱を展開した箱体形成片を裏面から見た平
面図である。
【図３】第一実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱の組立工程を説明する平面図である。
【図４】第一実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱の組立工程を説明する平面図である。
【図５】第一実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱の組立工程を説明する平面図である。
【図６】第一実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱の組立工程を説明する平面図である。
【図７】第一実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱の内部の糊付け箇所を説明する模式図（
ａ）、斜視図（ｂ）である。
【図８】この考案の緩衝仕切り付き包装用箱の第二実施形態において、収容部に収容物を
入れる様子を示す斜視図（ａ）、下蓋片を閉じる様子を示す斜視図（ｂ）である。
【図９】第二実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱を展開した箱体形成片を裏面から見た平
面図である。
【図１０】この考案の緩衝仕切り付き包装用箱の第三実施形態において、収容部に収容物
を入れる様子を示す斜視図（ａ）、下蓋片を閉じる様子を示す斜視図（ｂ）である。
【図１１】第三実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱を展開した箱体形成片を裏面から見た
平面図である。
【図１２】この考案の緩衝仕切り付き包装用箱の第四実施形態において、収容部に収容物
を入れる様子を示す斜視図（ａ）、下蓋片を閉じる様子を示す斜視図（ｂ）である。
【図１３】この考案の緩衝仕切り付き包装用箱の第五実施形態において、収容部に収容物
を入れる様子を示す斜視図（ａ）、下蓋片を閉じる様子を示す斜視図（ｂ）である。
【図１４】第五実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱を展開した箱体形成片を裏面から見た
平面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１５】
　以下、この考案の第一実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１０について、図１～図７に
基づいて説明する。緩衝機能付包装用箱１０は、厚紙等のブランクシートから打ち抜かれ
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た一枚の箱体形成片１２を折り畳んで糊付けし、引き起こすことによって組み立てられる
箱体である。組み立てられた緩衝仕切り付き包装用箱１０は、図１に示すように、略矩形
で縦長の外側筒状体Ｓ１と、その内側に所定の隙間を空けて対面するように配置された緩
衝仕切りである筒状の収容部Ｓ２とを有し、ガラス瓶等の衝撃に弱い収容物Ｗを収容部Ｓ
２内で緩衝的に保持する。
【００１６】
　箱体形成片１２は、裏面から見た展開図である図２に示すように、組み立て状態で一方
の側面となる第一側面板１４から順に、第一側面板１４、背面板１６、第二側面板１８、
正面板２０が、互いに平行に連接して形成され、互いに平行な折罫線２２，２４，２６で
各々区切られている。第一側面板１４、背面板１６、第二側面板１８、正面板２０は、連
接する幅方向の長さがほぼ同じであり、連接方向の長さは、第一側面板１４及び第二側面
板１８がほぼ等しく短く、背面板１６、正面板２０がほぼ等しく長くになっている。
【００１７】
　第一側面板１４の、背面板１６との連接方向に対して直角な一端辺には、台形状の端面
部材であるフラップ２８が折罫線３０で区切られて設けられている。フラップ２８の折罫
線３０から先端までの長さは、背面板１６の連接方向長さの１／２程度である。同様に、
第一側面板１４の折罫線３０と反対側の端辺にも、フラップ２８とほぼ同形のフラップ３
２が折罫線３４で区切られて設けられている。
【００１８】
　第二側面板１８の、正面板２０との連接方向に対して直角な一端辺には、フラップ２８
とほぼ同形のフラップ３６が折罫線３８で区切られて設けられている。同様に、第二側面
板１８の折罫線３８と反対側の端辺にも、フラップ２８とほぼ同形のフラップ４０が折罫
線４２で区切られて設けられている。
【００１９】
　背面板１６の、第二側面板１８との連接方向に対して直角な一端辺であって、フラップ
３６と隣接する端辺には、端面部材である上蓋片４４と差込片４６とが順に連接され、各
々折罫線４８，５０で区切られている。上蓋片４４の折罫線４８から折罫線５０までの長
さは、第二側面板１８の連接方向長さにほぼ等しく、差込片４６の折罫線５０から先端ま
での長さは、上蓋片４４の上記長さの１／４程度である。背面板１６の折罫線４８と反対
側の端辺には、下蓋片５２と差込片５４とが順に連接され、各々折罫線５６，５８で区切
られている。下蓋片５２及び差込片５４は、上蓋片４４及び差込片４６とほぼ同形である
。
【００２０】
　正面板２０の、フラップ３６と隣接する側の端辺の中央部であって、組み立て状態で内
側に差込片４６が差し込まれる部分には、台形状の開封用ミシン目６０が設けられている
。
【００２１】
　さらに、正面板２０の連接方向の端辺に、第一糊付板６２、背面仕切板６４、第二仕切
板６６、正面仕切板６８、第一仕切板７０及び第二糊付板７２が順に連接されている。
【００２２】
　第一糊付板６２は、正面板２０との境界が折罫線７４で区切られ、背面仕切板６４との
境界が、折罫線７４と平行な第一折罫線７６で区切られている。連接方向長さは第一側面
板１４の連接方向長さよりも短く、折罫線７４から第一折罫線７６にかけて幅方向長さが
短くなっている。
【００２３】
　背面仕切板６４は、第二仕切板６６との境界が、第一折罫線７６と平行な第二折罫線７
８で区切られている。第二折罫線７８は、途中の２箇所にコの字状の補助切り込み７８ａ
が付加され、組み立てるときに第二折罫線７８を折り曲げやすくしている。また、背面仕
切板６４の連接方向長さは、背面板１６の連接方向長さよりも短く、幅方向長さは、第一
折罫線７６から第二折罫線７８にかけてほぼ一様である。
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【００２４】
　第二仕切板６６は、正面仕切板６８との境界が、第二折罫線７８と平行な第三折罫線８
０で区切られている。連接方向長さは第二側面板１８の連接方向長さよりも短く、幅方向
長さは、第二折罫線７８から第三折罫線８０にかけてほぼ一様である。
【００２５】
　正面仕切板６８は、第一仕切板７０との境界が、第三折罫線８０と平行な第四折罫線８
２で区切られている。第四折罫線８２は、途中の２箇所にコの字状の補助切り込み８２ａ
が付加され、組み立てるときに第四折罫線８２を折り曲げやすくしている。正面仕切板６
８の連接方向長さは、背面板１６の連接方向長さよりも短く、幅方向長さは、第三折罫線
８０から第四折罫線８２にかけてほぼ一様である。
【００２６】
　また、正面仕切板６８には、第三折罫線８０の部分から延びる糊付片８４を切り出すコ
の字状の切り込み８６が設けられ、その根元からやや先端寄りの部分に、第三折罫線８０
と平行な補助折罫線８６ａが設けられている。
【００２７】
　さらに、正面仕切板６８の、第二仕切板６６との連接方向に対して直角な一端辺には、
略矩形の緩衝部材である緩衝片８８が折罫線９０で区切られて設けられている。緩衝片８
８の折罫線９０から先端までの長さは、２つの側面板１４，１８の連接方向長さ程度に設
けられている。同様に、正面仕切板６８の折罫線９０と反対側の端辺にも、緩衝片８８と
ほぼ同形の緩衝片９２が折罫線９４で区切られて設けられている。
【００２８】
　第一仕切板７０は、第二糊付板７２との境界が、第四折罫線８２と平行な第五折罫線９
６で区切られている。連接方向長さは第二仕切板６６の連接方向長さとほぼ等しく、幅方
向長さは、第四折罫線８２から第五折罫線９６にかけてほぼ一様である。
【００２９】
　第二糊付板７２は、連接方向長さが正面仕切板６８の連接方向長さの１／２程度で、幅
方向長さが第五折罫線９６から先端にかけて徐々に短くなっている。
【００３０】
　次に、緩衝機能付包装用箱１０の組立方法の一例について説明する。ここで、図２～図
６は箱体形成片１２の裏面を見たものであり、以下、箱体形成片１２の表面が凸になる折
り方を正折り、そして裏面が凸になる折り方を逆折りと称する。
【００３１】
　まず、図２のように展開された箱体形成片１２を、図３に示すように第四折罫線８２で
正折りする。次に、図３に示すように、第二糊付板７２の表面に糊９８を塗布し、図４に
示すように、第二折罫線７８を正折りする。これにより、第二糊付板７２の表面が背面仕
切板６４の裏面に糊付される。
【００３２】
　次に、図４に示すように、糊付片８４の表面に糊１００を塗布し、図５に示すように、
折罫線７４を正折りする。これにより、糊付片８４の表面が正面板２０の裏面に糊付され
る。次に、図５に示すように、第一糊付板６２の表面に糊１０２を塗布し、図６に示すよ
うに、折罫線２４を正折りする。これにより、第一側面板１４の裏面が第一糊付板６２の
表面に糊付される。このようにして箱体形成片１２は折り畳み状態となり、この状態で出
荷される。
【００３３】
　次に、収容物Ｗを収容し包装する工場等において、折罫線２２，２６を各々９０度に正
折りし、四角形の箱体にする。すると、図７（ａ），（ｂ）に示すように、第一糊付板６
２の表面が第一側面板１４の裏面に糊付けされているので、第一側面板１４、背面板１６
、第二側面板１８、正面板２０及び第一糊付板６２が外側筒状体Ｓ１を形成する。なお、
図７では、フラップ２８，３２，３６，４０、上蓋片４４及び差込片４６、下蓋片５２及
び差込片５４を省略してある。
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【００３４】
　このとき、外側筒状体Ｓ１の内側は、糊付片８４の表面が正面板２０の裏面に糊付され
ているので、第一折罫線７６と補助折罫線８６ａが正折りされ、背面仕切板６４が背面板
１６と隙間を空けて対面すると共に、第二仕切板６６が第二側面板１８と隙間を空けて対
面する。また、第二糊付板７２の表面が背面仕切板６４の裏面に糊付されているので、第
三折罫線８０と第五折罫線９６が正折りされ、正面仕切板６８が正面板２０と隙間を空け
て対面すると共に、第一仕切板７０が第一側面板１４と隙間を空けて対面する。このよう
にして、背面仕切板６４、第二仕切板６６、正面仕切板６８及び第一仕切板７０で囲まれ
た収容部Ｓ２が形成される。
【００３５】
　次に、図１（ｂ）に示すように、外側筒状体Ｓ１の下蓋の側を閉じる。まず、折罫線９
４を正折りして緩衝片９２を斜めに倒し、折罫線３４，４２を各々９０度に正折りしてフ
ラップ３２，４０を倒し、さらに折罫線５６，５８を各々９０度に正折りし、下蓋片５２
で外側筒状体Ｓ１の下方開口部を閉鎖すると共に、差込片５４を正面板２０の裏面側に差
し込む。このようにして、図１（ａ）に示す緩衝機能付包装用箱１０が組み立てられる。
【００３６】
　この状態で、収容部Ｓ２の中に収容物Ｗを入れると、収容物Ｗの側面が、背面仕切板６
４、第二仕切板６６、正面仕切板６８及び第一仕切板７０によって四方から保持され、収
容物Ｗの下端部が、緩衝片９２の裏面に斜めに当接する。緩衝片９２は、自身の先端部が
下蓋片５２の内側に係止されるので、収容物Ｗからの押圧を受けて弾性的に撓み、その撓
みを復帰させようとする弾発力によって収容物Ｗを支持する。
【００３７】
　次に、外側筒状体Ｓ１の上蓋の側を閉じる。まず、折罫線９０を正折りして緩衝片８８
を斜めに倒し、折罫線３０，３８を各々９０度に正折りしてフラップ２８，３６を倒し、
さらに折罫線４８，５０を各々９０度に正折りし、上蓋片４４で外側筒状体Ｓ１の上方開
口部を閉鎖すると共に、差込片４６を正面板２０の裏面側に差し込む。すると、収容物Ｗ
の上端部が、緩衝片８８の裏面に斜めに当接する。緩衝片８８は、自身の先端部が上蓋片
４４の内側に係止されるので、収容物Ｗからの押圧を受けて弾性的に撓み、その撓みを復
帰させようとする弾発力によって収容物Ｗの上端部を支持する。
【００３８】
　以上説明したように、緩衝仕切り付き包装用箱１０は、収容物Ｗの側面を保持する収容
部Ｓ２と、収容物Ｗの上下端部を保持する緩衝片８８，９２を有しているので、外部衝撃
がどの向きに加わっても、収容部Ｓ２又は緩衝片８８，９２自体の柔軟性によって緩衝さ
れ、収容物Ｗが外側筒状体Ｓ１に接触しないように保護される。
【００３９】
　また、外側筒状体Ｓ１などの外箱部分及び緩衝仕切りなどの内箱部分の全てを、１つの
箱体形成片１０に一体に構成することができるので、工場等における部材管理が容易で、
組み立て方法も簡単である。
【００４０】
　次に、この考案の第二実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１１０について説明する。上
述した緩衝仕切り付き包装用箱１０では、収容物Ｗの上下端部を緩衝的に支持する緩衝部
材が、正面仕切板６８に設けた緩衝片８８，９２で構成されていたのに対し、この実施形
態の緩衝仕切り付き包装用箱１１０は、図８（ａ），（ｂ）に示すように、緩衝片の構造
が異なる。以下、緩衝仕切り付き包装用箱１１０の緩衝部材の構成を中心に説明し、緩衝
仕切り付き包装用箱１０と同様の構成については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００４１】
　緩衝仕切り付き包装用箱１１０は、一枚の箱体形成片１１１から組み立てられ、図９に
示すように、第二仕切板６６の、正面仕切板６８との連接方向に対して直角な一端辺に、
略矩形の部材である緩衝片１１２が折罫線１１４で区切られて設けられている。緩衝片１
１２の折罫線１１４から先端までの長さは、正面仕切板６８の連接方向長さよりもやや短
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く、その先端中央に矩形状に突出した係合部１１２ａが設けられている。同様に、第二仕
切板６６の折罫線１１４と反対側の端辺にも、係合部１１２ａ及び緩衝片１１２とほぼ同
形の係合部１１６ａ及び緩衝片１１６が、折罫線１１８で区切られて設けられている。
【００４２】
　また、第一仕切板７０の、第二糊付板７２との連接方向に対して直角な一端辺に、略矩
形の端面部材である緩衝片１２０が折罫線１２２で区切られて設けられている。緩衝片１
２０の折罫線１２２から先端までの長さは、緩衝片１１２の長さにほぼ等しく、その先端
側中央に矩形状に切欠いて成る係合部１２０ａが係合部１１２ａと係合可能に設けられて
いる。同様に、第一仕切板７０の折罫線１２２と反対側の端辺にも、係合部１２０ａ及び
緩衝片１２０とほぼ同形の係合部１２４ａ及び緩衝片１２４が、折罫線１２６で区切られ
て設けられている。
【００４３】
　緩衝機能付包装用箱１１０を組み立てるときは、図２～図７で説明したように、まず、
箱体形成片１１１の所定箇所に糊付けして折り畳み、立体的に引き起こして外側筒状体Ｓ
１及び収容部Ｓ２を形成する。
【００４４】
　次に、図８（ｂ）に示すように、外側筒状体Ｓ１の下蓋の側を閉じる作業に入る。まず
、折罫線１１８，１２６を正折りして緩衝片１１６，１２４を斜めに倒し、係合部１１６
ａと係合部１２４ａを係合させる。すると、緩衝片１１６，１２４が逆Ｖ字状に自立し、
収容部Ｓ２の下側開口部を覆う。次に、折罫線３４，４２を各々９０度に正折りしてフラ
ップ３２，４０を倒し、さらに折罫線５６，５８を各々９０度に正折りし、下蓋片５２で
外側筒状体Ｓ１の下方開口部を閉鎖すると共に、差込片５４を正面板２０の裏面側に差し
込む。このようにして、図８（ａ）に示す緩衝機能付包装用箱１１０が組み立てられる。
【００４５】
　この状態で、収容部Ｓ２の中に収容物Ｗを入れると、収容物Ｗの側面が、背面仕切板６
４、第二仕切板６６、正面仕切板６８及び第一仕切板７０によって四方から保持され、収
容物Ｗの下端部が、緩衝片１１６，１２４の裏面に斜めに当接する。緩衝片１１６，１２
４は、互いに係合しながら収容物Ｗからの押圧を受けて弾性的に撓み、その撓みを復帰さ
せようとする弾発力によって収容物Ｗの下端部を支持する。
【００４６】
　次に、外側筒状体Ｓ１の上蓋の側を閉じる作業に入る。まず、折罫線１１４，１２２を
正折りして緩衝片１１２，１２０を斜めに倒し、係合部１１２ａと係合部１２０ａを係合
させる。すると、緩衝片１１２，１２０が逆Ｖ字状に自立し、収容部Ｓ２の上側開口部を
覆う。次に、折罫線３０，３８を各々９０度に正折りしてフラップ２８，３６を倒し、さ
らに折罫線４８，５０を各々９０度に正折りし、上蓋片４４で外側筒状体Ｓ１の上方開口
部を閉鎖すると共に、差込片４６を正面板２０の裏面側に差し込む。すると、収容物Ｗの
上端部が、緩衝片１１２，１２０の裏面に斜めに当接する。緩衝片１１２，１２０は、互
いに係合しながら収容物Ｗからの押圧を受けて弾性的に撓み、その撓みを復帰させようと
する弾発力によって収容物Ｗの上端部を支持する。
【００４７】
　以上説明したように、緩衝仕切り付き包装用箱１１０は、上記実施形態の緩衝仕切り付
き包装用箱と同様の効果を奏するものであり、特に、収容物Ｗの側面を保持する収容部Ｓ
２と、収容物Ｗの上下端部を保持する緩衝片１１２，１１６，１２０，１２４を有してい
るので、外部衝撃がどの向きから加わっても、収容部Ｓ２又は緩衝片１１２，１１６，１
２０，１２４自体の柔軟性によって緩衝され、収容物Ｗが外側筒状体Ｓ１に接触しないよ
うに保護される。
【００４８】
　次に、この考案の第三実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１３０について説明する。上
述した第一実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１０では、収容物Ｗの上下端部を緩衝的に
支持する緩衝部材が、正面仕切板６８に設けた緩衝片８８，９２で構成されていたのに対
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し、この実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１３０は、図１０（ａ），（ｂ）に示すよう
に、緩衝片の構造が異なる。以下、緩衝仕切り付き包装用箱１３０の緩衝部材の構成を中
心に説明し、緩衝仕切り付き包装用箱１０と同様の構成については、同一の符号を付して
説明を省略する。
【００４９】
　緩衝仕切り付き包装用箱１３０は、一枚の箱体形成片１３１から組み立てられ、図１１
に示すように、正面仕切板６８の、第一仕切板７０との連接方向に対して直角な一端辺に
、略矩形の部材である内蓋片１３２、第一補助緩衝片１３４及び第二補助緩衝片１３６が
順に連接され、各々折罫線１３８，１４０，１４２で区切られている。内蓋片１３２の折
罫線１３８から折罫線１４０までの長さは、第二仕切板６６の連接方向長さよりも僅かに
長い。また、第一補助緩衝片１３４の折罫線１４０から折罫線１４２までの長さと、第二
補助緩衝片１３６の折罫線１４２から先端までの長さは、第二仕切板６６の連接方向長さ
の１／２よりも長く、互いに等しい。正面仕切板６８の折罫線１３８と反対側の端辺には
、内蓋片１４４、第一補助緩衝片１４６及び第二補助緩衝片１４８が順に連接され各々折
罫線１５０，１５２，１５４で区切られている。内蓋片１４４、第一補助緩衝片１４６及
び第二補助緩衝片１４８は、上記の内蓋片１３２、第一補助緩衝片１３４及び第二補助緩
衝片１３６とほぼ同形である。
【００５０】
　緩衝機能付包装用箱１３０を組み立てるときは、まず、図２～図７で説明したように、
箱体形成片の所定箇所に糊付けして折り畳み、立体的に引き起こして外側筒状体Ｓ１及び
収容部Ｓ２を形成する。
【００５１】
　次に、図１０（ｂ）に示すように、外側筒状体Ｓ１の下蓋の側を閉じる作業に入る。ま
ず、折罫線１５０を９０度に正折りして内蓋片１４４を倒し、収容部Ｓ１の下側開口部を
塞ぐ。さらに、折罫線１５２，１５４を逆折りし、第一、第二補助緩衝片１４６，１４８
を逆Ｖ字状にして内蓋片１４４に近接させる。次に、折罫線３４，４２を各々９０度に正
折りしてフラップ３２，４０を倒し、さらに折罫線５６，５８を各々９０度に正折りし、
下蓋片５２で外側筒状体Ｓ１の下方開口部を閉鎖すると共に、差込片５４を正面板２０の
裏面側に差し込む。このようにして、図１０（ａ）に示す緩衝機能付包装用箱１３０が組
み立てられる。
【００５２】
　この状態で、収容部Ｓ２の中に収容物Ｗを入れると、収容物Ｗの側面が、背面仕切板６
４、第二仕切板６６、正面仕切板６８及び第一仕切板７０によって四方から保持され、収
容物Ｗの下端部が、内蓋片１４４の裏面に当接する。第一、第二補助緩衝片１５２，１５
４は、内蓋片１４４と下蓋片５２との間の空間に位置し、収容物Ｗからの押圧を受けて弾
性的に撓み、その撓みを復帰させようとする弾発力によって収容物Ｗの下端部を支持する
。
【００５３】
　次に、外側筒状体Ｓ１の上蓋の側を閉じる作業に入る。まず、折罫線１３８を９０度に
正折りして内蓋片１３２を倒し、収容部Ｓ１の上側開口部を塞ぐ。さらに、折罫線１４０
，１４２を逆折りし、第一、第二補助緩衝片１３４，１３６を逆Ｖ字状にして内蓋片１３
２に近接させる。次に、折罫線３０，３８を各々９０度に正折りしてフラップ２８，３６
を倒し、さらに折罫線４８，５０を各々９０度に正折りし、上蓋片４４で外側筒状体Ｓ１
の上方開口部を閉鎖すると共に、差込片４６を正面板２０の裏面側に差し込む。すると、
収容物Ｗの上端部が、内蓋片１３２の裏面に当接する。第一、第二補助緩衝片１３４，１
３６は、内蓋片１３２と上蓋片４４との間の空間に位置し、収容物Ｗからの押圧を受けて
弾性的に撓み、その撓みを復帰させようとする弾発力によって収容物Ｗの上端部を支持す
る。
【００５４】
　以上説明したように、緩衝仕切り付き包装用箱１３０も、上記実施形態の緩衝仕切り付
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き包装用箱と同様の効果を奏するものであり、特に、収容物Ｗの側面を保持する収容部Ｓ
２と、収容物Ｗの上下端部を保持する内蓋片１３２，１４４、第一補助緩衝片１３４，１
４６、第二補助緩衝片１３６，１４８を有しているので、外部衝撃がどの向きから加わっ
ても、収容部Ｓ２、内蓋片１３２，１４４、第一補助緩衝片１３４，１４６又は、第二補
助緩衝片１３６，１４８自体の柔軟性によって緩衝され、収容物Ｗが外側筒状体Ｓ１に接
触しないように保護される。
【００５５】
　次に、この考案の第四実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１６０について説明する。緩
衝仕切り付き包装用箱１６０は、図１２（ａ），（ｂ）に示すように、第三実施形態の緩
衝仕切り付き包装用箱１３０の構成から第二補助緩衝片１３６，１４８を省略したもので
あり、その他の構成は同様である。
【００５６】
　緩衝仕切り付き包装用箱１６０は、緩衝仕切り付き包装用箱１３０に比べ、収容物Ｗの
上下端部を保護する緩衝性能がやや劣るものの、箱体形成片が小形になって定尺ブランク
シートからの取り数を多くすることができ、組み立ても容易になる。
【００５７】
　次に、この考案の第五実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１７０について説明する。上
述した第三実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１３０では、収容物Ｗの上下端部を緩衝的
に支持する緩衝部材が、収容物Ｗの上下端部を保持する内蓋片１３２，１４４、第一補助
緩衝片１３４，１４６、第二補助緩衝片１３６，１４８で構成されていたのに対し、この
実施形態の緩衝仕切り付き包装用箱１７０は、図１３（ａ），（ｂ）に示すように、補助
緩衝片の構造が異なる。以下、緩衝仕切り付き包装用箱１７０の緩衝部材の構成を中心に
説明し、緩衝仕切り付き包装用箱１３０と同様の構成については、同一の符号を付して説
明を省略する。
【００５８】
　緩衝仕切り付き包装用箱１７０は、一枚の箱体形成片１７１から組み立てられ、図１４
に示すように、正面仕切板６８の、第一仕切板７０との連接方向に対して直角な一端辺に
、略矩形の内蓋片１３２が折罫線１３８で区切られて設けられている。内蓋片１３２の折
罫線１３８から折罫線１４０までの長さは、第二仕切板６６の連接方向長さよりも僅かに
長い。正面仕切板６８の折罫線１３８と反対側の端辺には、内蓋片１３２とほぼ同形の内
蓋片１４４が折罫線１５０に区切られて設けられている。緩衝仕切り付き包装用箱１３０
が有していた第一補助緩衝片１３４，１４６、第二補助緩衝片１３６，１４８は、ここで
は設けられていない。
【００５９】
　また、第一側面板１４に設けたフラップ２８の先端辺に、略矩形の第一補助緩衝片１７
２が折罫線１７４で区切られて延設されている。第一補助緩衝片１７２の折罫線１７４か
ら先端までの長さは、背面板１６の連接方向長さの１／２程度である。同様に、第一側面
板１４に設けたフラップ３２の先端辺にも、第一補助緩衝片１７６が折罫線１７８で区切
られて延設されている。第一補助緩衝片１７６は、上記の第一補助緩衝片１７２とほぼ同
形である。
【００６０】
　また、第二側面板１８に設けたフラップ３６の先端辺に、略矩形の第二補助緩衝片１８
０が折罫線１８２で区切られて延設されている。第二補助緩衝片１８０の折罫線１８２か
ら先端までの長さは、背面板１６の連接方向長さの１／２程度である。同様に、第二側面
板１８に設けたフラップ４０の先端辺にも、第二補助緩衝片１８４が折罫線１８６で区切
られて延設されている。第二補助緩衝片１８４は、上記の第二補助緩衝片１８０とほぼ同
形である。
【００６１】
　緩衝機能付包装用箱１３０を組み立てるときは、まず、図２～図７で説明したように、
箱体形成片の所定箇所に糊付けして折り畳み、立体的に引き起こして外側筒状体Ｓ１及び
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収容部Ｓ２を形成する。
【００６２】
　次に、図１３（ｂ）に示すように、外側筒状体Ｓ１の下蓋の側を閉じる作業に入る。ま
ず、折罫線１５０を９０度に正折りして内蓋片１４４を倒し、収容部Ｓ１の下側開口部を
塞ぐ。次に、折罫線１７８，１８６を正折りし、第一、第二補助緩衝片１７６，１８４を
フラップ３２，４０の裏面に近接させる。そして、折罫線３４，４２を各々９０度に正折
りしてフラップ３２，４０を倒し、さらに折罫線５６，５８を各々９０度に正折りし、下
蓋片５２で外側筒状体Ｓ１の下方開口部を閉鎖すると共に、差込片５４を正面板２０の裏
面側に差し込む。このようにして、図１３（ａ）に示す緩衝機能付包装用箱１３０が組み
立てられる。
【００６３】
　この状態で、収容部Ｓ２の中に収容物Ｗを入れると、収容物Ｗの側面が、背面仕切板６
４、第二仕切板６６、正面仕切板６８及び第一仕切板７０によって四方から保持され、収
容物Ｗの下端部が、内蓋片１４４の裏面に当接する。第一、第二補助緩衝片１７６，１８
４は、内蓋片１４４と下蓋片５２との間の空間に位置し、収容物Ｗからの押圧を受けて弾
性的に撓み、その撓みを復帰させようとする弾発力によって収容物Ｗの下端部を支持する
。
【００６４】
　次に、外側筒状体Ｓ１の上蓋の側を閉じる作業に入る。まず、折罫線１３８を９０度に
正折りして内蓋片１３２を倒し、収容部Ｓ１の上側開口部を塞ぐ。次に、折罫線１７４，
１８２を正折りし、第一、第二補助緩衝片１７２，１８０をフラップ２８，３６に近接さ
せる。そして、折罫線３０，３８を各々９０度に正折りしてフラップ２８，３６を倒し、
さらに折罫線４８，５０を各々９０度に正折りし、上蓋片４４で外側筒状体Ｓ１の上方開
口部を閉鎖すると共に、差込片４６を正面板２０の裏面側に差し込む。すると、収容物Ｗ
の上端部が、内蓋片１３２の裏面に当接する。第一、第二補助緩衝片１７２，１８０は、
内蓋片１３２と上蓋片４４との間の空間に位置し、収容物Ｗからの押圧を受けて弾性的に
撓み、その撓みを復帰させようとする弾発力によって収容物Ｗの上端部を支持する。
【００６５】
　以上説明したように、緩衝仕切り付き包装用箱１３０も、上記実施形態の緩衝仕切り付
き包装用箱と同様の効果を奏するものであり、特に、収容物Ｗの側面を保持する収容部Ｓ
２と、収容物Ｗの上下端部を保持する内蓋片１３２，１４４、第一補助緩衝片１７２，１
７６、第二補助緩衝片１８０，１８４を有しているので、外部衝撃がどの向きから加わっ
ても、収容部Ｓ２、内蓋片１３２，１４４、第一補助緩衝片１７２，１７６又は、第二補
助緩衝片１８０，１８４自体の柔軟性によって緩衝され、収容物Ｗが外側筒状体Ｓ１に接
触しないように保護される。
【００６６】
　なお、この考案は、上記実施形態に限定されるものではなく、例えば、箱体形成片の素
材は、例えば紙や合成樹脂シート等が好適であるが、収容物の耐衝撃性やデザイン性に鑑
みて、素材の選択や厚みの設定を自由に変更することができる。また、輸送中に乱雑に取
り扱われるおそれがあるときは、外側筒状体と収容部との間隔が広くなるように、各部材
の形状や配置を設定することが好ましい。
【符号の説明】
【００６７】
１０　緩衝仕切り付き包装用箱
１２　箱体形成片
１４　第一側面板
１６　背面板
１８　第二側面板
２０　正面板
２２，２４，２６，３０，３４，３８，４２，４８，５０，５６，５８，７４，９０，９
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４　折罫線
２８，３２，３６，４０　フラップ
４４　上蓋片
４６　差込片
５２　下蓋片
５４　差込片
６２　第一糊付板
６４　背面仕切板
６６　第二仕切板
６８　正面仕切板
７０　第一仕切板
７２　第二糊付板
７６　第一折罫線
７８　第二折罫線
８０　第三折罫線
８２　第四折罫線
８４　糊付片　
８６　切り込み
８８，９２　緩衝片
９６　第五折罫線
９８，１００，１０２　糊
１１０，１３０，１６０，１７０　緩衝仕切り付き包装用箱
１１２，１１６，１２０，１２４　緩衝片
１３２，１４４　内蓋片
１３４，１４６，１７２，１７６　第一補助緩衝片
１３６，１４８，１８０，１８４　第二補助緩衝片
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】
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